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!,"REVOLUTIONARY EXPERIENCEIA 

「友よ！同胞よ！同国の民よ！ 「苦しみとわざわいの種、あのおぞましき紅

茶が、東インド会社の船荷が、ついにボストンに入港した！」� 1773年11月29

日付けの愛国派の通信記事より 。

ここでご紹介する出来事は、アメ

リカ独立戦争のきっかけとなった

歴史的な一大事件です。数々の楽

しい企画を用意しています。ぜひ

にぎやかにご参加ください。スタ

ッフの合図でボストン湾に茶箱を

投げ入れる場面で、は� fいくぞ！� J 

fよいしょ！� Jのかけ声とともに

ご参加ください。イギリス議会て、

国王ジョージ三世が税金を決める

場面では「絶対反対！� J 

fブーJと反発してやりましょ

う。はるかイギリスのジョージ3

世の耳まで、その声が届きますよ

安全に関する注意事項：
本日はボストンティーパーティー博物館へとょうこそお越し下さいました。� HistoricTours of America 

スタッフ一向、心よりど歓迎申し上げます。館内アトラクション実演中は、安全に十分ご注意くださ

い。ととから先は、船上の博物館となっております。通路移動中は足下に気をつけて、手すりをご利

用ください。非常出口はこの建物にあります。通路をたどってここまで庚り、ドアから屋外に脱出し

てください。携帯デバイス等は、全てマナーモードにお切り替えください。カメラ撮影は乙の部屋お

よび
だ、さい。船上館内は揺れる可能性があります。当館スタッフの案内に従い足元にご注意ください。茶

箱と一緒に海に投げ込まれませんよう、くれぐれもお気をつけください。

市民集会で演説するサミュエル・アダムズ
うに！



市民集会
ときは 1773年 （江戸時代中期） 12月16日。当時の

ボストン市民が集会で討議しています。ここに集

まった自由派の市民は、税金を支払わされるばか

りで、植民地の参政権を認めようとしない母国イ

ギリスの制度を批判しています。イギリス国王へ

の忠誠を守る王党派との対立の焦点は、ボストン

港の貨物の荷揚げ問題です。入港したエレノア

号、ダートマス号、ビーバー号の三隻には、合計 
340箱の紅茶が積載されています。ダートマス号

とビーバ一号のオーナーであるフランシス－ロッ

チは、この積荷は降ろさずにuターンする方が無

事と判断し、州知事トーマス－ハッチンソンにそ

の許可を得るためマサチューセッツ州ミルトンま

で足を運んでいます。船の積荷を降ろしてしまえ

ば、植民地ボストンの市民はまたしても不公平な

茶税をイギリスに搾取されてしまうからです。サ

ミュエル・アダムズが演説しています。イギリス

国王ジョージ3世は、とれまで税金をとり立てる

だけで、我々植民地の代表権は全く認めていませ

ん。印刷物はおろか、トランフやサイコロまで課

税対象にする法律を定めるとは！さらに次々と制定されるタウンゼント諸法により、鉛－ 塗料・ガラ

ス－茶にまで税金がかけられています。 自由派はとれまでも不公正税制に対する集会デモや陳情、イ

ギリス輸入品のボイコット運動などを繰り広げてきました。とうした運動を通じて不公平税の廃止を

図ってきましたが、今回はさらに茶税に反対する集会が繰り広げられています。ちょうど、かのフラ

ンシス・ロッチの帰りを待つ問、愛国派の市民が集まって「塩水に茶をいれる」 話を進めているとと

ろです。 「もはや話し合いでは、 解決は不可能だ」と解散を合図するサミュエル・アダムズ。さあ愛

国派と共に、原住民モーホーク族の扮装をして、グリフィン波止場から積荷を海に投げ込んでやろう

ではありませんか！

』ι
ボストン茶会事件、 1773年12月16日



紅茶の海上破棄

グリフィン波止場には続々と愛国派が集まって、船上の茶箱を
ボストン湾に投げ入れようとしています。扮装できたら、スタ
ッフの合図とともに、さあ行動です！このインディアンの扮装
は、とれまで、独立を保ってきた北米モホーク族への敬意のしる
しでもあります。この羽根装束には、自由派の独立精神がとめ
られているのです。正体をあばかれないよう、顔Lこ炭をぬりつ
けたり、マントにかくれている自由派もいます。グリフィン波
止場に到着したら、自由派の同志と一緒に、帆船ビーバー号か
エレノア号のどちらかに乗り込みましょう。ただしイギリス国
王の旋に反する裏切り行為としての覚悟もお忘れなく。すぐ先 
500メートルの海上には、サマセット号とボイン号の2隻の英国
軍艦が錨を下ろして事態のなりゆきを偵察しています。仲間の
名前を聞かれでも、密告しないと誓ってください。箱をどんど

ん海に投げ込んで、ボストン湾の塩水で辛口の紅茶を仕上げて
やりましょう！
自由派同志の数は90名～ 150名。 3時間半の聞に9万ポンド（45ト
ン）、当時の価額で1万ポンド（現在の 150万ドル相当）の紅茶

ボストン湾に紅茶を破棄してしまおう！

をすべて破棄してしまいます。

とれまでイギリス植民地との貿易を独占してきた東インド会社への不満もあります。大量の茶の不良
在庫品により、東インド会社はイギリス帝国政府に対して大きな負債を抱えていました。ロンドン
倉庫には、 4年前から放置されたままの古い紅茶もあります。乙のためイギリス議会は茶税法を制定
し、北米地域への紅茶の独占販売権を東インド会社に与える決議を採択したのです。しかし、このよ
うな法律を許すなら、地元ボストンの紅茶商人を廃業に追いやるばかりか、本国議会は同様の税法を
次々と制定しかねません。あのいまわしい東インド会社のマークの入った紅茶の箱をどんどん見つけ
てください！

紅茶を海に投げ込めたら、船倉や船室も見学してみましょう。デッキ下の貨物室には鯨油・ラム酒・
糖蜜の樽や、小麦や乾物の入った樽があります。家具や家財道具の入ったトランクもあります。今回
の事件の経過を日誌に綴っている船長の姿もあります。

東インド会社の商標



帆船ビーバ一号：� 
当帆船はマサチューセッツ州シチュエートで� 
1772年に建造されたビーバ一号のレプリカで
す。所有者はナンタケット地方のロッチ家。主
な用途は捕鯨でしたが、紅茶などの海上貨物輸
送にも使われていました。通常の乗組員数は8
～� 10名。捕鯨時にはさらに数名増員します。船
長はクエーカー教徒のヘゼキア・コフィン。東
インド会社の紅茶112箱を積載しており 、ボス
トン港には最後に到着した加です。船員が天然

{/ 
痘を発病して係留に遅延が生じた結果です。イ

帆船ビーバ一号 ンズフォード島で検疫の抑留を受け、大掃除と
硫黄の爆煙消毒を受けていました。グリフィン

波止場には1773年12月15日（水）、ボストン茶会事件の前日に入、港しています。コフ
イン船長は、今回の茶箱投棄の勢いで船内の高級家具や他の貨物が巻き添えになる事
態を危慎していましたが、自由派の人々は、他の物品－人員には「危害は加えない� J
ことを誓っていました。その吉葉通り、紅茶の破棄を除いて被害がビーバー号に及ぶ
ことは、 一切ありませんでした。

帆船エレノア号：

当帆舶は当時数隻の舶を所有していたボストンの大商人ジ、ヨン・ロウのエレノア号のレプリカです。

グリフィン波止場には1773年12月2日（木）に入港しており、茶会事

件の2隻自にあたります。捕鯨船ではなく、� 3本マストの貨物専用船

でした。紅茶の積載量は114箱、船長のジ、ェームズ－ブルースはイギ

リス国王を支持するトーリ一党側です。実はとの船への紅茶の積載

は、船主ジョン・ロウの意向に反する行為であり、船主ロウは 「紅
茶の積載を回避できるなら、� 500ギニーを奮発しでも惜しくはなかっ

たJと後日語っています。茶会事件の夜、自由派からは 「一切残ら

ず紅茶を破棄するようにJとの指令が出ていたため、 青年見習いら

は進んでホウキを見つけてきて、最後の茶くずまできれいに掃き落

としたとまで伝えられています。



グリフィン波止場
グリフィン波止場では、あの夜の様子や茶会事件の参加者についても紹介しています。あなたが扮

した人の名も、歴史上の実在人物リストで見つけてみてください。ボストンでは過去にも幾度か暴
動や騒動が繰り返されてきましたが、自由派の約束通り、今回の事件では船員に対する乱暴行為は

なく、紅茶以外の破損物もただ一点のみでした。ダートマス号の錠前を壊さざるを得なかったので

すが、とれも翌朝には自由派一員が密かに別の錠と交換しています。

ボストン茶会事件の翌朝、愛国派の意見と王党派の意見

翌朝：
一夜明けて茶会事件の翌朝のボス トンは、いたって平静です。超えざるべき一線をついに踏み越え

たにもかかわらず。当時の州知事トーマス・ハッチンソンは 「アメリカ史上最大の快挙であった」

と振り返っています。達成感のみなぎる中、ボストンの人々の聞の亀裂はますます深まっていきま

す。立ち話をする二人の女性はサラ（アメリカ愛国派）とキャサリン（イギリス王党派）です。
国王への忠誠を信じるキャサリンは、イギリス軍がボストンに進軍して自由派の暴動を鎮めてく
れる乙とを願っています。イギリス保守派トーリ一党であるキャサリンの自には、自由派の行動は

ボストンの問題解決を図るどころか、治安を乱す行為としか映らないのです。一方のサラは、赤軍

服のイギリス兵に征服されることを恐れています。とうして紅茶の破棄が実行されてしまった今、

茶税をイギリス議会が見直してくれるようにとサラは願っています。サラは一方的な税制に反対す

る愛国派であり、輸入自粛の姿勢を支持しており、課税対象となる物品の不買運動にも参加してい

ます。生粋のボストンっ子なら、茶税廃止が実現するまでは紅茶を飲まずに過ごすべきとの考えで
す。本国イギリスへの忠誠心と、茶会事件後の展望について、二人は諮り続けます。



ロビンソン家伝来の木箱

あらゆる努力を払って証拠を隠滅しようとしたのですが、残った茶箱とお茶の一部は、ボストン港

に浮いていました。あなたの目の前にある小瓶は、オールドノースチャーチから借り受けたもの

で、事件参加者のフ、、ーツで、見つかったお茶が不思議なととに液体で保存されています。

その朝しばらくして、ドーチェ

スター－フラット地区で発見が

ありました。少年ジョン・ロビ

ンソンが岸辺で茶箱を見つけた

のです。少年は、茶箱を家に持

ち帰り、階段の下に隠し、アメ

リカ独立戦争に出征しました。

ロビンソン家の茶箱とその物語
は、数代にわたり一家で受け継

がれ、とれは、� 1773年のボストン

茶会事件当時のものとされるた

だ一つの茶箱です。

茶箱には、家庭でどのように扱

われていたかの痕跡が残ってい

ます。茶箱の成にはナインメン

ズモリスというボードゲームの

図柄が彫られ、側面には花が描

かれていました。 長年の問、人

形の入れ物や子猫のトイレとし

ても使われていました！

乙の地味な茶箱は、はるか大西
洋をアメリカまで渡り、斧で割
り開けられ、海中に投げ込まれ、 ロビンソン家伝来の木箱（TheRobinson Half Chest) 

独立革命のきっかけとなりました。� 1773年のあの夜、海に投げ込まれたとの箱は、また同じ海の上

に安置されることになったのです。アメリカ愛国精神を次の世代にまで受け継いでいくための、歴

史的な遺物としての、その 「大きな価値Jは計り知れません。� 

e e 73.4%r~ の
 



肖像画ギャラリー

国王ジョージ三世 サミュエル－アダムズ 

E次にご覧頂くのは、不公平税制に反対して廃止に至らしめた果敢な市民と、対立する貴族階級の肖

像画ギャラリーです。その中心的存在は、イギリス帝国のジョージ三世国王と、サミュエル－アダ

ムズ。ボストン茶会事件の6週間後には、その知らせが本国イギリスまで届きます。貴族議会と国王

は、ただちに懲罰的な立法措置を講じます。アダムスが国王に直接対面するととはついにありません

でしたが、文書に残された意見の対立は、イギリス帝国の亀裂の深まりを象徴しています。 

1774年、国王ジョージ三世により制定された 「強制諸法Jは、アメリカ植民地では 「耐えざるべき J
諸法と呼ばれるほどの反感を買いました。とのためボストン港は軍事封鎖され、ボストン植民地で選

出された役員は解職となり、ボストン裁判所の司法権はロンドンに移譲され、ボストンは軍事体制下

に宣かれます。国王は、ニューイングランドを叛乱地域として宣告し、 1775年2月にはサミュエル・

アダムズやジョン ・ハンコックの逮捕を命じています。 「もはやサイは投げられた。植民地には服従

か克服かを選んでもらう。イギリス配下に従属するか、独立するかは戦いで決めよ。 Jがその時の国

王の言葉です。

強制諸法の布告に対し、ニューイングランドをはじめとする各地の植民地は一致団結に向かつて動き

はじめます。こうして 1774年9月にはアメリカ 13植民地のうちの12地区が集まって初の大陸会議が関
かれ、今後の方向性が協議されます。 1775年には 「人の方向性はいさ、、知らず、自分にはもう、自由か

死かしかない。 Jというパトリック・ヘンリーの言葉が残されています。



ミニットマン・シアターの上映映画
ボストン茶会事件から 16か月が経過
しました。耐えざるべき弾圧諸法
は、ボストン反乱の沈静にはほとん
ど功を奏さず、かえって植民地の反
感をつのらせてアメリカ革命の火種
に転じていきます。との車L礁でイギ
リス植民地の知事トーマス・ハッチ
ンソンは失職し、後継知事トーマ
ス－ゲイジ将軍は戒厳令を敷き、ボ
ストン港の軍事封鎖に乗り出しま
す。こうしてイギリスと植民地との
関係は、単なる課税問題を超えて悪
化しました。人々の感情にも変化が
生まれます。国王側と植民地側の対
立は、もはや戦場での決着を待つの
みとなりました。 レキシントンの戦い、イギリス軍

受賞映画Letit Begin Hereは 「世界に響き渡った一発の銃声 Jとレキシントンの戦いを描いた作品で
す。真夜中に村々をかけめぐって敵軍の到来を告げたポール・リヴェアの活躍、イギリス軍と果敢に
戦った市民部隊ミニットマンの物語をお伝えします。注意：本映画には大音量を伴う戦場シーンがあ
ります。小さなお子様へのご配慮をお願いします。当館スタッフが案内させていただきますので、お
気軽にお申し付けください。

おわりに
「人間らしさのある自由を選ぼう。人間らしさとは、暴力を嫌い、不正を憎む心、真実を求め、徳を


志す心のととだ。善意はやがて火花になって輝いていく。人聞には物事を理解し、誠と嘘との違いを

見て取り、区別を感じ取り、正義を知り、善悪を判断する力がある。人間のきずなを築くかなめと


は、この違いを見極める力ではないのか？ J 

ージ、ヨン－アダムズ


ボストン茶会事件は、アメリカ独立戦争の最大のきっかけとなりました。


とのたびはHistoricTours of Americaによるボス
トン・ティーパーティー船上歴史博物館にご来
官官いただき、まことにありがとうございまし
た。引き続きアビゲイル・ティールーム（ Abi-
gail' s Tea Room）にお越しいただき、当時を初
制；とさせる紅茶、サンドイツチ、クッキーなど
の軽食をお楽しみください。

アビゲイル・ティールーム
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